
(57)【要約】

【課題】　斬新な表示を行い、有機ＥＬパネルの商品性

を向上させることが可能な有機ＥＬパネルの駆動方法を

提供する。

【解決手段】　一対の電極（第一，第二電極）１１ａ，

１１ｄ間に少なくとも発光層を有する有機層１１ｃを形

成してなる有機ＥＬ素子１１を基板１０上に配設してな

る有機ＥＬパネル４の駆動方法である。有機ＥＬ素子１

１を発光させる際に、有機ＥＬ素子１１を非発光状態か

ら徐々に所定の輝度に至るように制御する。また、有機

ＥＬ素子１１を発光状態から非発光状態とする際に、有

機ＥＬ素子１１を所定の輝度から徐々に非発光状態に至

るように制御する。

【選択図】　図３

JP 2005-283940 A 2005.10.13



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 対 の 電 極 間 に 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 を 形 成 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 基 板 上 に
配 設 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 発 光 さ せ る 際 に 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 非 発 光 状 態 か ら 徐 々 に 所 定 の 輝
度 に 至 る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 印 加 す る 電 流 値 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 増 加 さ せ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 電 流 を 印 加 す る 時 間 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 増 加 さ せ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 前 記 所 定 の 輝 度 に 至 る ま で の 時 間 を 任 意 に 変 更 可 能 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
一 対 の 電 極 間 に 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 を 形 成 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 基 板 上 に
配 設 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 発 光 状 態 か ら 非 発 光 状 態 と す る 際 に 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 所 定 の 輝 度
か ら 徐 々 に 非 発 光 状 態 に 至 る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法
。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 印 加 す る 電 流 値 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 減 少 さ せ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ５ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 電 流 を 印 加 す る 時 間 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 減 少 さ せ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 非 発 光 状 態 に 至 る ま で の 時 間 を 任 意 に 変 更 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ５ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ （ エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス ） 素 子 を 透 光 性 の 基 板 上 に 配 設 し て な る
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 透 光 性 の 基 板 上 に 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） 等 の 透 光 性 の
導 電 材 料 か ら な り 、 陽 極 と な る 第 一 電 極 と 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 と 、 ア ル ミ
ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） あ る い は マ グ ネ シ ウ ム 銀 （ Ｍ ｇ ： Ａ ｇ ） 等 の 前 記 第 一 電 極 よ り も 抵 抗 率 の
低 い 導 電 材 料 か ら な り 、 陰 極 と な る 第 二 電 極 と 、 を 順 次 形 成 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 配 設 し て
な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 か か る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 前 記 第 一 電 極 と 前 記 第 二 電 極 と の 間 に 、 直 流 電 源 を 接 続 し て
両 電 極 間 に 電 流 を 供 給 す る こ と に よ り 、 前 記 有 機 層 が 発 光 し て 、 そ の 発 光 を 前 記 基 板 を 通
し て 外 部 へ 照 射 す る も の で あ り 、 前 記 第 一 電 極 ， 前 記 有 機 層 及 び 第 二 電 極 の 積 層 個 所 が 発
光 部 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ３ ４ ６ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 車 両 用 計 器 等 の 表 示 装 置 に 適 用 す る 場 合 、 前 記 発
光 部 に よ る 表 示 方 法 に 工 夫 を 凝 ら し 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 商 品 性 を 向 上 さ せ る こ と が 望
ま れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 着 目 し 、 斬 新 な 表 示 を 行 い 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 商 品 性 を
向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 一 対 の 電 極 間 に 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機
層 を 形 成 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 基 板 上 に 配 設 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 で あ っ
て 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 発 光 さ せ る 際 に 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 非 発 光 状 態 か ら 徐 々 に 所 定
の 輝 度 に 至 る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 印 加 す る 電 流 値 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 増 加 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 電 流 を 印 加 す る 時 間 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 増 加 さ せ る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 前 記 所 定 の 輝 度 に 至 る ま で の 時 間 を 任 意 に 変 更 可 能 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 一 対 の 電 極 間 に 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機
層 を 形 成 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 基 板 上 に 配 設 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 で あ っ
て 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 発 光 状 態 か ら 非 発 光 状 態 と す る 際 に 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 所 定 の
輝 度 か ら 徐 々 に 非 発 光 状 態 に 至 る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 印 加 す る 電 流 値 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 減 少 さ せ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 電 流 を 印 加 す る 時 間 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 減 少 さ せ る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 非 発 光 状 態 に 至 る ま で の 時 間 を 任 意 に 変 更 可 能 で あ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 透 光 性 の 基 板 上 に 配 設 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 に
関 し 、 斬 新 な 表 示 を 行 い 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 商 品 性 を 向 上 さ せ る こ と を 可 能 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 を 車 両 の エ ン ジ ン 回 転 数 を 表 示 す る 表 示 装 置 に 適 用 し
た 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 表 示 装 置 １ の 電 気 的 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 表 示 装 置 １ は 、 入 力 手 段 ２
と 、 制 御 手 段 ３ と 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ と 、 か ら 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 入 力 手 段 ２ は 、 イ グ ニ ッ シ ョ ン コ イ ル か ら の パ ル ス 信 号 （ Ｔ Ａ パ ル ス ） を 入 力 す る た め
の 信 号 ラ イ ン か ら な り 、 制 御 手 段 ３ に 車 両 の エ ン ジ ン 回 転 数 に 応 じ た 状 態 信 号 を 出 力 す る
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。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 制 御 手 段 ３ は 、 所 定 の プ ロ グ ラ ム に 基 づ き 動 作 す る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ か ら な り 、 入
力 手 段 ２ か ら の エ ン ジ ン 回 転 数 に 応 じ た 前 記 状 態 信 号 を 入 力 す る と と も に 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ
ル ４ の 表 示 の た め の 出 力 処 理 を 行 う た め の 入 出 力 ポ ー ト （ 入 出 力 回 路 ） 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
４ に お け る 表 示 形 態 を 制 御 す る た め の 処 理 用 プ ロ グ ラ ム 等 が 記 憶 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ や 所 定 の 演
算 処 理 を 実 行 し 所 定 の 処 理 を 行 う Ｃ Ｐ Ｕ 、 演 算 処 理 す る た め の デ ー タ を 一 時 的 に 記 憶 す る
Ｒ Ａ Ｍ 等 を 備 え 、 入 力 手 段 ２ か ら の 前 記 状 態 信 号 に 基 づ い て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ を 駆 動 制 御
す る 。 制 御 手 段 ３ は 、 前 記 状 態 信 号 を 前 記 入 力 ポ ー ト に 入 力 し 、 所 定 の 演 算 処 理 を 行 う こ
と に よ っ て エ ン ジ ン 回 転 数 を 示 す 計 測 値 を 算 出 し 、 こ の 求 め ら れ た 前 記 計 測 値 に 応 じ た 処
理 信 号 を 前 記 出 力 ポ ー ト か ら 駆 動 回 路 ４ ａ を 介 し て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ は 、 制 御 手 段 ３ か ら 出 力 さ れ る 駆 動 信 号 を 駆 動 回 路 ４ ａ を 介 し て 入 力
す る こ と で 駆 動 制 御 さ れ 、 エ ン ジ ン 回 転 数 を 示 す 表 示 像 を 表 示 す る も の で あ る 。 有 機 Ｅ Ｌ
パ ネ ル ４ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 発 光 部 と し て 、 エ ン ジ ン 回 転 数 の 目 盛 り を 表 示 す る 目 盛
り 表 示 部 ４ ｂ と 、 前 記 目 盛 り に 沿 っ て エ ン ジ ン 回 転 数 を 示 す 複 数 の バ ー ４ ｃ １ を 表 示 す る
バ ー 表 示 部 ４ ｃ と 、 エ ン ジ ン 回 転 数 の 単 位 （ × １ ０ ０ ０ Ｒ Ｐ Ｍ ） を 示 す 単 位 表 示 部 ４ ｄ を
備 え 、 各 表 示 部 ４ ｂ ～ ４ ｄ の 表 示 光 に よ っ て 前 記 表 示 像 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 透 光 性 の ガ ラ ス 材 料 か ら な る 基 板 １ ０
上 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ １ を 配 設 し て な る も の で あ る 。 ま た 、 基 板 １ ０ 上 に は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １
１ を 気 密 的 に 覆 う よ う に 封 止 部 材 １ ２ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ １ は 、 第 一 電 極 １ １ ａ と 、 絶 縁 層 １ １ ｂ と 、 有 機 層 １ １ ｃ と 、 第 二 電 極
１ １ ｄ と を 順 次 積 層 形 成 し て な る も の で あ り 、 第 一 電 極 １ １ ａ ， 有 機 層 １ １ ｃ 及 び 第 二 電
極 １ １ ｃ の 積 層 個 所 に よ っ て 各 表 示 部 ４ ｂ ～ ４ ｄ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 一 電 極 １ １ ａ は 、 外 部 電 源 （ 図 示 し な い ） と 接 続 さ れ 有 機 層 １ １ ｃ に 正 孔 を 注 入 す る
陽 極 と な る も の で あ り 、 基 板 １ ０ 上 に Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 導 電 性 材 料 を 蒸 着 法 や ス パ ッ タ リ ン グ 法
等 の 手 段 に よ っ て 膜 厚 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ の 層 状 に 形 成 し 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法 等 に よ
っ て 各 表 示 部 ４ ｂ ～ ４ ｄ の 表 示 意 匠 に 応 じ て パ タ ー ニ ン グ し て な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 絶 縁 層 １ １ ｂ は 、 ポ リ イ ミ ド 系 や フ ェ ノ ー ル 系 等 の 絶 縁 材 料 か ら な る も の で フ ォ ト リ ソ
グ ラ フ ィ ー 法 等 の 手 段 に よ っ て 支 持 基 板 ２ 上 の 非 発 光 個 所 に 所 定 の 形 状 に て 形 成 さ れ る 。
絶 縁 層 １ １ ｂ は 、 発 光 領 域 の 輪 郭 を 鮮 明 に 表 示 す る た め 、 第 一 電 極 １ １ ａ の 表 示 セ グ メ ン
ト ３ ａ の 周 縁 部 と 若 干 重 な る よ う に 形 成 さ れ 、 ま た 、 第 一 電 極 １ １ ａ と 第 二 電 極 １ １ ｄ と
の 絶 縁 を 確 保 す る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 有 機 層 １ １ ｃ は 、 第 一 電 極 １ １ ａ 及 び 絶 縁 層 １ １ ｂ 上 に 第 一 電 極 １ １ ａ が 露 出 す る 個 所
に 対 応 す る よ う に 所 定 の 大 き さ を も っ て 形 成 さ れ る も の で あ り 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、
正 孔 輸 送 層 ， 発 光 層 ， 電 子 輸 送 層 及 び 電 子 注 入 層 を 蒸 着 法 等 の 手 段 に よ っ て 順 次 積 層 形 成
し て な る も の で あ る 。 な お 有 機 層 １ １ ｃ は 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 二 電 極 １ １ ｄ は 、 前 記 外 部 電 源 と 接 続 さ れ 有 機 層 １ １ ｃ に 電 子 を 注 入 す る 陰 極 と な る
も の で あ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） や マ グ ネ シ ウ ム 銀 （ Ｍ ｇ ： Ａ ｇ ） 等 の 導 電 性 材 料 を 蒸
着 法 等 の 手 段 に よ っ て 有 機 層 １ １ ｃ 上 に 膜 厚 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ の 層 状 に 形 成 し て な る も の
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 封 止 部 材 １ ２ は 、 例 え ば ガ ラ ス 材 料 か ら な る 平 板 部 材 に 凹 部 １ ２ ａ を サ ン ド ブ ラ ス ト 、
切 削 及 び エ ッ チ ン グ 等 の 適 宜 方 法 で 形 成 し て な る も の で あ る 。 封 止 部 材 １ ２ は 、 凹 部 １ ２
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ａ を 取 り 囲 む よ う に し て 形 成 さ れ る 支 持 部 １ ２ ｂ を 例 え ば 紫 外 線 硬 化 性 エ ポ キ シ 樹 脂 か ら
な る 接 着 剤 １ ２ ｃ を 介 し 基 板 １ ０ 上 に 気 密 的 に 配 設 す る こ と で 、 封 止 部 材 １ ２ と 基 板 １ ０
と で 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ を 封 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 図 ４ 及 び 図 ５ を 用 い て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ の 駆 動 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ の バ ー 表 示 部 ４ ｃ に お け る １ 個 あ た り の バ ー ４ ｃ １ を 発 光 さ
せ る 際 の 発 光 時 間 と 発 光 輝 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 制 御 手 段 ３ は 、 入 力 手 段 ２ か ら の 前 記 状 態 信 号 に 基 づ い て バ ー ４ ｃ １ を 発 光 さ せ る 際 、
バ ー ４ ｃ １ を 発 光 さ せ る た め に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ に 印 加 す る 電 流 値 を 時 間 ｔ １ 間 に 所 定 値
ま で 連 続 的 に 増 加 さ せ る よ う に 駆 動 回 路 ４ ａ を 制 御 す る 。 し た が っ て 、 バ ー ４ ｃ １ は 、 図
４ に 示 す よ う に 、 時 間 ｔ １ 間 に 非 発 光 状 態 か ら 徐 々 に 発 光 輝 度 Ｌ １ に 至 る よ う に 発 光 す る
。 な お 、 時 間 ｔ １ は 利 用 者 が 発 光 輝 度 の 変 化 を 認 識 可 能 な 程 度 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 制 御
手 段 ３ は 例 え ば 操 作 ス イ ッ チ （ 図 示 し な い ） か ら の 操 作 信 号 に 応 じ て 、 時 間 ｔ １ を 任 意 に
変 更 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 ま た 、 制 御 手 段 ３ は 、 入 力 手 段 ２ か ら の 前 記 状 態 信 号
に 基 づ い て バ ー ４ ｃ １ を 発 光 さ せ る 際 、 駆 動 回 路 ４ ａ か ら バ ー ４ ｃ １ を 発 光 さ せ る た め に
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ に 印 加 す る 電 流 値 を 時 間 ｔ １ 間 に 所 定 値 ま で 段 階 的 に 増 加 さ せ る よ う に
前 記 処 理 信 号 を 出 力 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ の バ ー 表 示 部 ４ ｃ に お け る １ 個 あ た り の バ ー ４ ｃ １ を 発 光 状
態 か ら 非 発 光 状 態 に 切 り 替 え る 際 の 発 光 時 間 と 発 光 輝 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 制 御 手 段 ３ は 、 入 力 手 段 ２ か ら の 前 記 状 態 信 号 に 基 づ い て バ ー ４ ｃ １ を 非 発 光 状 態 と す
る 際 、 バ ー ４ ｃ １ を 発 光 さ せ る た め に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ に 印 加 す る 電 流 値 を 時 間 ｔ ２ 間 に
前 記 所 定 値 か ら バ ー ４ ｃ １ が 非 発 光 状 態 と な る 値 （ 例 え ば ０ Ａ ） ま で 連 続 的 に 減 少 さ せ る
よ う に 駆 動 回 路 ４ ａ を 制 御 す る 。 し た が っ て 、 バ ー ４ ｃ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 時 間 ｔ
２ 間 に 発 光 輝 度 Ｌ １ か ら 徐 々 に 非 発 光 状 態 に 至 る 。 な お 、 時 間 ｔ ２ は 時 間 ｔ １ と 同 様 、 利
用 者 が 発 光 輝 度 の 変 化 を 認 識 可 能 な 程 度 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 制 御 手 段 ３ は 前 記 操 作 ス イ
ッ チ に よ っ て 時 間 ｔ ２ を 任 意 に 変 更 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 ま た 、 制 御 手 段 ３ は 、
入 力 手 段 ２ か ら の 前 記 状 態 信 号 に 基 づ い て バ ー ４ ｃ １ を 非 発 光 状 態 と す る 際 、 駆 動 回 路 ４
ａ か ら バ ー ４ ｃ １ を 発 光 さ せ る た め に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ に 印 加 す る 電 流 値 を 時 間 ｔ ２ 間 に
前 記 所 定 値 か ら バ ー ４ ｃ １ が 非 発 光 状 態 と な る 値 （ 例 え ば ０ Ａ ） ま で 段 階 的 に 減 少 さ せ る
よ う に 前 記 処 理 信 号 を 出 力 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 か か る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ の 駆 動 方 法 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ １ に よ っ て 構 成 さ れ る バ ー 表 示
部 ４ ｃ の バ ー ４ ｃ １ を 発 光 さ せ る 際 に 、 バ ー ４ ｃ １ を 非 発 光 状 態 か ら 徐 々 に 所 定 の 輝 度 Ｌ
１ に 至 る よ う に 制 御 す る も の で あ る 。 ま た 、 バ ー ４ ｃ １ を 発 光 さ せ る た め に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ
ル ４ に 印 加 す る 電 流 値 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 増 加 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 か か る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ の 駆 動 方 法 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ １ に よ っ て 構 成 さ れ る バ
ー 表 示 部 ４ ｃ の バ ー ４ ｃ １ を 発 光 状 態 か ら 非 発 光 状 態 と す る 際 に 、 バ ー ４ ｃ １ を 所 定 の 輝
度 Ｌ １ か ら 徐 々 に 非 発 光 状 態 に 至 る よ う に 制 御 す る も の で あ る 。 ま た 、 バ ー ４ ｃ １ を 発 光
さ せ る た め に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ に 印 加 す る 電 流 値 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 減 少 さ せ る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し た が っ て 、 バ ー 表 示 部 ４ ｃ の 複 数 の バ ー ４ ｃ １ の 表 示 ／ 非 表 示 を 切 り 替 え て 車 両 の エ
ン ジ 回 転 数 を 表 示 す る 際 に 、 バ ー ４ ｃ １ が 徐 々 に 表 示 さ れ る あ る い は 徐 々 に 非 表 示 と な る
こ と に よ り 、 単 に 発 光 状 態 と 非 発 光 状 態 を 切 り 替 え る 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル と 比 較 し て 利
用 者 に と っ て よ り 表 示 ／ 非 表 示 の 切 り 替 え が 滑 ら か に 感 じ ら れ る 斬 新 な 表 示 を 行 う こ と が
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で き 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 商 品 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 バ ー ４ ｃ １ が 所 定 の 輝 度 Ｌ １ に 至 る ま で の 時 間 ｔ １ 及 び 非 発 光 状 態 に 至 る ま で の
時 間 ｔ ２ を 任 意 に 変 更 可 能 と す る こ と に よ っ て 、 利 用 者 の 好 み に 応 じ て 発 光 輝 度 が 変 化 す
る 時 間 を 設 定 す る こ と が 可 能 と な り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル と し て の 商 品 性 を 向 上 さ せ る こ と が
可 能 と あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ の 駆 動 方 法 は 、 バ ー ４ ｃ １ を 徐 々 に 所
定 の 輝 度 Ｌ １ と す る た め に 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ に 印 加 す る 電 流 値 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的
に 増 加 さ せ 、 ま た 、 バ ー ４ ｃ １ を 徐 々 に 非 発 光 状 態 と す る た め に 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル ４ に 印
加 す る 電 流 値 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 減 少 さ せ る も の で あ っ た が 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に
お け る 前 記 発 光 部 を 発 光 さ せ る 際 に 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 印 加 す る 電 流 の デ ュ ー テ ィ ー 比
を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 変 更 し 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 電 流 を 印 加 す る 時 間 を 連 続 的 あ る
い は 段 階 的 に 増 加 さ せ る 方 法 に よ っ て も 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 徐 々 に 所 定 の 輝 度 に 至 る よ
う に 制 御 す る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 発 光 状 態 か ら 非 発 光 状 態 と す る 際
に 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 印 加 す る 電 流 の デ ュ ー テ ィ ー 比 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 変 更 し
、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 電 流 を 印 加 す る 時 間 を 連 続 的 あ る い は 段 階 的 に 減 少 さ せ る 方 法 に よ
っ て も 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 所 定 の 輝 度 か ら 徐 々 に 非 発 光 状 態 に 至 る よ う に 制 御 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 は 、 セ グ メ ン ト 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 あ る い は ド
ッ ト マ ト リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 何 れ を 備 え る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル で あ っ て も 適 用 可 能 で あ
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 表 示 装 置 を 説 明 す る ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 同 上 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 説 明 す る 平 面 図 。
【 図 ３ 】 同 上 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 説 明 す る 要 部 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 上 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 説 明 す る 図 。
【 図 ５ 】 同 上 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 駆 動 方 法 を 説 明 す る 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ 　 表 示 装 置
　 ２ 　 入 力 手 段
　 ３ 　 制 御 手 段
　 ４ 　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
　 ４ ａ 　 回 路 基 板
　 ４ ｂ 　 目 盛 り 表 示 部
　 ４ ｃ 　 バ ー 表 示 部
　 ４ ｃ １ 　 バ ー
　 ４ ｄ 　 単 位 表 示 部
　 １ ０ 　 基 板
　 １ １ 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
　 １ １ ａ 　 第 一 電 極
　 １ １ ｂ 　 絶 縁 層
　 １ １ ｃ 　 有 機 層
　 １ １ ｄ 　 第 二 電 極
　 １ ２ 　 封 止 部 材
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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解决的问题：提供一种能够进行新颖的显示并提高有机EL面板的商业性
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式。 当使有机EL元件11发光时，控制有机EL元件11以使其从非发光状
态逐渐达到预定亮度。 此外，当有机EL元件11从发光状态改变为非发光
状态时，有机EL元件11被控制为从预定亮度逐渐达到非发光状态。 [选
择图]图3
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